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1. 2023年3月期の連結業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 72,984 △4.0 7,998 △53.1 8,727 △50.3 5,440 △43.0

2022年3月期 76,034 1.4 17,064 △4.1 17,542 △3.7 9,549 △28.8

（注）包括利益 2023年3月期　　5,475百万円 （△42.7％） 2022年3月期　　9,563百万円 （△42.1％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年3月期 144.80 ― 4.0 5.3 11.0

2022年3月期 251.43 ― 7.0 10.7 22.4

（参考） 持分法投資損益 2023年3月期 ―百万円 2022年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 166,328 136,836 81.9 3,636.17

2022年3月期 165,181 138,325 83.4 3,642.34

（参考） 自己資本 2023年3月期 136,258百万円 2022年3月期 137,747百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年3月期 9,253 △2,627 △6,990 74,260

2022年3月期 13,336 △7,888 △8,129 74,625

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年3月期 ― 75.00 ― 75.00 150.00 5,678 59.7 4.2

2023年3月期 ― 75.00 ― 75.00 150.00 5,625 103.6 4.1

2024年3月期(予想) ― 75.00 ― 75.00 150.00 83.9

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 73,100 0.2 7,600 △5.0 8,000 △8.3 6,700 23.2 178.80



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料10ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期 45,939,730 株 2022年3月期 45,939,730 株

② 期末自己株式数 2023年3月期 8,466,780 株 2022年3月期 8,121,361 株

③ 期中平均株式数 2023年3月期 37,571,209 株 2022年3月期 37,978,940 株

（注）期末自己株式数には、株式給付信託(BBT)が保有する当社株式が含まれております(2023年3月期 33,400株、2022年3月期 38,500株)。また、株式給

　付信託(BBT)が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております(2023年3月期 35,021株、2022年3月期

38,776株)。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料3ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料は、決算短信とあわせて、当社ホームページに掲載する予定であります。
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１．経営成績等の概況 

 

（１）当期の経営成績の概況 

当社グループの当連結会計年度の業績は、減収減益となりました。 

売上高は 72,984百万円(対前年同期比 4.0％減)となり、その減収の主たる要因としては、薬価改定や

競合品の影響があげられます。 

利益面では、売上高の減少及び販売費及び一般管理費の増加等により、営業利益は 7,998百万円(対前

年同期比 53.1％減）、経常利益は 8,727 百万円(対前年同期比 50.3％減)となりました。販売費及び一般

管理費が増加した主たる要因は、研究開発費が対前年同期比 87.5％増加し、15,789 百万円となったた

めであります。親会社株主に帰属する当期純利益は当社の連結子会社であります ARTham Therapeutics

株式会社の開発品である水疱性類天疱瘡治療剤「ART-648」に関する減損損失計上による特別損失が発生

したことにより、5,440百万円(対前年同期比 43.0％減)となりました。 

 

   セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

① 薬業 

医薬品・医療機器につきましては、原発性腋窩多汗症治療剤「エクロック」の売上が増加したものの、

関節機能改善剤「アルツ」、癒着防止吸収性バリア「セプラフィルム」等の売上減少により減収となりま

した。その背景としましては、薬価改定や競合品の影響等があげられます。 

農業薬品につきましては増収となりました。 

この結果、売上高は 70,562百万円(対前年同期比 4.2％減）、セグメント利益(営業利益)は 6,707百万

円(対前年同期比 57.3％減)となりました。 

なお、海外売上高は 7,232百万円(対前年同期比 4.0％増)となりました。 

② 不動産事業 

不動産事業の主たる収入は文京グリーンコート関連の賃貸料であります。売上高は 2,422百万円(対前

年同期比 0.5％増）、セグメント利益(営業利益)は 1,290百万円(対前年同期比 4.6％減)となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

         当連結会計年度末における総資産は 166,328 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,147 百万円の

増加となりました。これは主に、繰延税金資産の増加によるものであります。 

負債は 29,491百万円となり、前連結会計年度末に比べ 2,636百万円の増加となりました。これは主に、

未払金の増加によるものであります。 

また、純資産は 136,836 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,489 百万円の減少となりました。

これは主に、自己株式の増加によるものであります。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

            当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ

364百万円減少の 74,260百万円となりました。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   営業活動の結果得られた資金は 9,253百万円となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益に

よるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

         投資活動の結果使用した資金は 2,627百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による

ものであります。 

     （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

         財務活動の結果使用した資金は 6,990百万円となりました。これは主に、配当金の支払によるもので

あります。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

          2019 年３月期 2020 年３月期 2021 年３月期 2022 年３月期 2023 年３月期 

 自己資本比率 （％） 77.7   81.4   83.4   83.4   81.9   

 時価ベースの自己資本比率 （％） 128.1   124.0   101.7   89.1   83.2   

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 18.3    14.0   26.8   28.9   41.6   

 インタレスト・カバレッジ・レシオ  （倍） 1,219.8   1,566.6   836.98   779.5   540.2   

    自己資本比率：自己資本／総資産 

    時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

    キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

    インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

    ※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。  

    ※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。                                                                   

※営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使 

   用しております。 

    ※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし 

   ております。 

    ※利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。    

 

（４）今後の見通し 

次期の業績につきましては、売上高は、薬価改定の影響はあるものの、「アルツ」、「エクロック」等が

伸長することから、全体としては増収を見込んでおります。利益につきましては今期発生しました特別

損失が次期は発生しないことなどから、増益となる予定であります。売上高は 73,100百万円、営業利益

は 7,600 百万円、経常利益は 8,000 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は 6,700 百万円を見込ん

でおります。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、海外に連結子会社を持たない現状を踏まえ、日本基準を適用しております。 

日本の会計基準は、これまでのコンバージェンスの結果、高品質かつ国際的に遜色のないものとなって

いると認識しておりますが、引き続き、金融庁企業会計審議会での議論等を注視しつつ、会計基準の適切

な選択につとめてまいります。 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

  （会計方針の変更） 

   「時価の算定に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下

「時価算定会計基準適用指針」という。)を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用

指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針

を将来にわたって適用することといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。 

 

(セグメント情報等) 

１．セグメント情報 

(1)報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対

象となっているものであります。 

 当社グループは、医薬品、医療機器及び農業薬品の製造・販売並びに不動産賃貸の事業を営んで

おり、業種別に事業に従事する経営スタイルを採用しております。また、各事業の運営は、事業ご

とに主体的に行われ、包括的な事業戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、事業の運営を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、

「薬業」及び「不動産事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「薬業」は、医薬品、医療機器及び農業薬品の製造・販売を主とし、「不動産事業」は、文京グ

リーンコート関連の不動産賃貸を主としております。 

 

(2)報告セグメントごとの売上高、利益、資産及びその他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益であります。 

なお、共用資産については、各報告セグメントに配分しておりませんが、関連する費用について

は、合理的な基準に基づき各報告セグメントに配分しております。 
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(3)報告セグメントごとの売上高、利益、資産及びその他の項目の金額に関する情報 
前連結会計年度(自  2021年４月１日  至  2022年３月31日) 

 

報告セグメント 調整額 
（百万円） 
(注)１ 

連結財務諸表 
計上額 

（百万円） 薬業 
（百万円） 

不動産事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

売上高      

  商品及び製品の販売 71,641 ― 71,641 ― 71,641 

製品の販売等に関する 
ライセンス契約 1,982 ― 1,982 ― 1,982 

顧客との契約から生じる 
収益 

73,623 ― 73,623 ― 73,623 

その他の収益 ― 2,410 2,410 ― 2,410 

外部顧客への売上高 73,623 2,410 76,034 ― 76,034 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 73,623 2,410 76,034 ― 76,034 

セグメント利益 15,710 1,353 17,064 ― 17,064 

セグメント資産 75,581 10,393 85,974 79,206 165,181 

その他の項目      

  減価償却費 (注)２ 2,699 322 3,022 ― 3,022 

 のれんの償却額 5 ― 5 ― 5 

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額 (注)２ 11,347 508 11,856 ― 11,856 

(注) １．セグメント資産の調整額79,206百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であ
り、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金であります。 

２．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用が含まれておりま
す。 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科研製薬(株)(4521) 2023年３月期 決算短信

- 11 -



当連結会計年度(自  2022年４月１日  至  2023年３月31日) 

 

報告セグメント 調整額 
（百万円） 
(注)１ 

連結財務諸表 
計上額 

（百万円） 薬業 
（百万円） 

不動産事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

売上高      

  商品及び製品の販売 68,785 ― 68,785 ― 68,785 

製品の販売等に関する 
ライセンス契約 1,776 ― 1,776 ― 1,776 

顧客との契約から生じる 
収益 

70,562 ― 70,562 ― 70,562 

その他の収益 ― 2,422 2,422 ― 2,422 

外部顧客への売上高 70,562 2,422 72,984 ― 72,984 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 70,562 2,422 72,984 ― 72,984 

セグメント利益 6,707 1,290 7,998 ― 7,998 

セグメント資産 74,223 10,090 84,314 82,013 166,328 

その他の項目      

  減価償却費 (注)２ 2,747 322 3,070 ― 3,070 

 のれんの償却額 22 ― 22 ― 22 

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額 (注)２ 2,770 19 2,789 ― 2,789 

(注) １．セグメント資産の調整額82,013百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であ
り、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金であります。 

２．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用が含まれておりま
す。 

 

２．関連情報 

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日) 

(1)製品及びサービスごとの情報 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

 

(2)地域ごとの情報 

①売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略して 

おります。 

②有形固定資産 

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 

 

(3)主要な顧客ごとの情報 

顧客の名称又は氏名 売上高（百万円） 関連するセグメント名 

アルフレッサ㈱ 13,486   薬業 

㈱メディセオ 11,237   薬業 

㈱スズケン 11,192   薬業 
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当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日) 

(1)製品及びサービスごとの情報 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

 

(2)地域ごとの情報 

①売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略して 

おります。 

②有形固定資産 

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 

 

(3)主要な顧客ごとの情報 

顧客の名称又は氏名 売上高（百万円） 関連するセグメント名 

アルフレッサ㈱ 13,132   薬業 

㈱メディセオ 10,420   薬業 

㈱スズケン 10,349  薬業 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日) 

 

報告セグメント 
その他 
(百万円) 

全社・消去 
（百万円） 

合計 
（百万円） 薬業 

（百万円） 
不動産事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

減損損失 2,994  ―  2,994  ―  ―  2,994  

 

当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日) 

 

報告セグメント 
その他 
(百万円) 

全社・消去 
（百万円） 

合計 
（百万円） 薬業 

（百万円） 
不動産事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

減損損失 1,863 ―  1,863  ―  ―  1,863 

 

４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報 

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日) 

      

報告セグメント 
その他 

(百万円) 
全社・消去 
（百万円） 

合計 
（百万円） 薬業 

（百万円） 
不動産事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

当期償却額 5  ―  5  ―  ―  5  

当期末残高 312  ―  312  ―  ―  312  

 

 当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日) 

      

報告セグメント 
その他 

(百万円) 
全社・消去 
（百万円） 

合計 
（百万円） 薬業 

（百万円） 
不動産事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

当期償却額 22  ―  22  ―  ―  22  

当期末残高 230  ―  230  ―  ―  230  

     (注)「薬業」セグメントにおいて、のれんの減損損失 59百万円を計上しております。 
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５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報 

該当事項はありません。 

 

(１株当たり情報) 

 
前連結会計年度 

(自 2021年４月１日 
至 2022年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2022年４月１日 
至 2023年３月31日) 

１株当たり純資産額 3,642円34銭 3,636円17銭 

１株当たり当期純利益 251円43銭 144円80銭 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

２．当社は、株式給付信託(BBT)を導入しております。株主資本において自己株式として計上して

いる信託が保有する当社株式は、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除

する自己株式に含めており、また、１株当たり当期純利益の算定上、普通株式の期中平均株式

数の計算において控除する自己株式に含めております。 

１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、前連結会計年度38,500

株、当連結会計年度33,400株であり、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式

の期中平均株式数は、前連結会計年度38,776株、当連結会計年度35,021株であります。 

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自 2021年４月１日 
至 2022年３月31日) 

当結会計年度 
(自 2022年４月１日 
至 2023年３月31日) 

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 9,549 5,440 

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ― 

普通株式に係る親会社株主に帰属する 
当期純利益(百万円) 9,549 5,440 

普通株式の期中平均株式数(千株) 37,978 37,571 

 
４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 
（2022年３月31日) 

当連結会計年度 
（2023年３月31日) 

純資産の部の合計額(百万円) 138,325 136,836 

純資産の部の合計額から控除する金額 
(百万円) 

578 578 

(うち非支配株主持分(百万円)) (578) (578) 

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 137,747 136,258 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末
の普通株式の数(千株) 

37,818 37,472 

 

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 
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４．その他

(役員の異動)

（１）代表者の異動

該当事項はありません。

（２）その他の役員の異動（2023年６月29日付　予定）

① 新任取締役候補

取締役 綿貫　充 （現　執行役員研究開発本部長）

② 退任予定取締役

取締役 田邉　芳男 （経営顧問就任予定）

③ 新任監査役候補

監査役 石田　直行　 （現　執行役員）

社外監査役 小山　雅博 （現　明治安田ビジネスプラス株式会社 代表取締役会長）

④ 退任予定監査役

監査役 土井　直巳 （経営顧問就任予定）

社外監査役 遠藤　宏歳

科研製薬(株)(4521) 2023年３月期 決算短信

- 15 -




